
。
一
平
成
一
一
年
度
中
国
文
化
学
会
大
会

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
七
日
(
土
)

〔
研
究
発
表
〕

一
、
形
式
と
内
容
i

審
に
お
け
る
概
念
の
比
較
j

大
東
文
化
大
学
大
学
院
八
木

一
、
王
漁
洋
の
女
性
を
一
詠
ず
る
詩
に
つ
い
て

筑
波
大
学
大
学
院
荒
井

て
『
家
礼
』
の
空
間
構
造
と
葬
式
仏
教

常

磐

大

学

松

崎

一
、
漢
詩
南
方
方
一
一
一
回
に
み
ら
れ
る
訓
読
み
に
つ
い
て

流
通
経
済
大
学
村
上

司
史
記
会
注
考
証
』
と
中
井
履
軒

都
留
文
科
大
学
寺
内
日
出
男

、
ア
メ
リ
カ
儲
学
時
期
の
洪
探

早

稲

田

大

学

鈴

木

蓮

子

九
二
0
年
代
上
海
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
1

文
教
大
学

Q~以:，Q
iナ i
lム l
p;;(~ 

t鈷 i
1ホ l

i報i
Q TIA Q 

一
、
美
郡
影
像
l

於
大
東
文
化
大
学

白
井

一
絵最重

哲
之

之
伸

務
介

〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕

「
人
文
系
中
菌
研
究
の
将
来
日
視
点
、
枠
組
み
、
そ
し
て
技
法
の
継

承
と
発
展
」

基
調
講
演
「
越
境
し
て
活
性
化
す
る
中
盤
語
学
」

二
松
学
舎
大
学
佐
藤

筑

波

大

学

高

橋

大
妻
女
子
大
学
松
村

パ
ネ
リ
ス
ト

氏氏

〔
総
会
〕

、
開
会
の
辞

一
、
議
長
選
出

安
藤
一
倍
加
藤
副
会
長

玉
城
要
会
員
を
議
長
に
選
出

。(9"4)

氏氏

問
、
諸
報
告

(
1
)
 

稀
代
麻
也
子
委
員

増
野
弘
幸
委
員

加
藤
敏
委
員

氏氏氏

六
、
会
長
選
挙

茂来
樹来進

氏氏氏



七
、
理
事
選
挙

八
、
閉
会
の
辞

高
橋
未
来
会
員

O
例
会

平

成

二

於

一

一

、

霊

感

の

詩

学

筑

波

大

学

〈
古
典
籍
展
示
(
高
橋
均
会
員
蔵
)
〉

「
陶
淵
明
図
巻
」
(
翠
拓
・
巻
子
仕
立
て
一
巻
)

一
日
(
上
)

松
本

一

…

日

(

土

)

於

青

山

学

院

大

学

一
、
検
定
制
度
初
期
に
お
け
る
漢
文
教
科
書

ニ
松
学
金
口
大
学
非
常
勤
講
倒
木
村
淳

…
、
聖
武
天
皇
震
翰
『
雑
集
』
の
二
一
一
一
の
問
題
点
に
つ
い
て

東
京
女
子
大
学
安
藤
信
療

〈
占
典
籍
展
示
(
高
橋
均
会
員
蔵
)
〉

朝
鮮
本
特
集
二
戦
鮮
本
臼
氏
文
集
」
(
零
本
)
、
「
詩
集
伝
」
(
零
本
)
、

「
警
伝
諺
解
」
問
問一

月
六
呂
(
土
)
於
大
妻
女
子
大
学

問
自
』
の
資
料
的
価
穏
に
つ
い
て

筑
波
大
学
博
士
特
別
研
究
員
下
回

章
乎

、

z弓

一一

、
社
牧
と
韓
態
・

① 

筑
波
大
学

②
「
論
語
金
口
井
私
設
」
(
問
中
大
秀
市
議
本
)

氏

未
来

氏

。
平
成

会

長

副
会
長

理

年
度
役
員

灯
山
川
市
品
悼
や
治
以

十
人

4
u
n
h世

4

氏

相
藤
茂
、
上
回
武
、
大
久
保
隆
郎
、
甲
斐
勝
二
、

加
盟
理
一
郎
、
加
藤
章
、
後
藤
秋
正
、
桜
田
芳
樹
、
清
水
智
恵
、
的

高
木
重
俊
、
高
橋
明
郎
、
高
橋
均
、
高
橋
由
利
子
、
谷
口
底
、

谷
口
真
由
実
、
中
村
俊
也
、
沼
口
勝
、
間
嶋
鶴
一
、
…
一
一
上
英
司
、

向
嶋
成
美
、
村
田
和
弘
、
山
中
垣
己
、
吉
原
英
夫
、
鷲
野
正
明

理
事
・
委
員
(
兼
任
)

総
務
委
員
稀
代
蘇
退
子
(
常
務
理
事
)
、
小
松
建
男

企
画
委
員
松
村
茂
樹
(
常
務
理
事
)
、
佐
藤
一
樹
、
白
井
啓
介
、

玉
城
要
、
堀
池
信
夫
、
渡
辺
雅
之
、
渡
選
義
浩

坂
口
三
樹
(
常
務
理
事
ぺ
阿
川
修
一
ニ
、
河
内
科
治

佐
々
木
勲
入
、
寺
内
日
出
男
、
綿
谷
美
代
子
、

増
野
弘
幸
、
渡
辺
大

氏一

一
編
集
委
員

氏



会
計
委
員

幹

事

井
川
義
次
(
常
務
理
事
)
、
大
壕
秀
明

伊
原
大
策
、
菅
野
智
明

花
関
連
希
、
荒
井
議
、
重
野
宏
一

※
住
所
'
勤
務
先
等
に
変
一
史
の
あ
っ
た
方
は
、
事
務
局
宛
御

さ
い
ヮ中

国

文

化

学

会

さ

き

莞
5
5
6
コ7
2
3
×
2

7

三
舎
三
ぎ
c・
g・
」
ち

(
一

T

一一一

O
五
j

八
五
七
一
茨
城
県
つ
く
ば
市
天
王
合
一
!
一
;
一

筑
波
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
科
文
芸
・

(96) 



中
国
文
化
学
会
会
則

第
険
条
(
名
称
〉
本
会
は
中
間
文
化
学
会
と
称
す
る
の

第

1
条
(
間
的
)
本
会
は
中
間
文
化
及
び
漢
文
学
の
研
究
と
そ
れ
に
基
づ
く
教

背
へ
の
脊
与
を
も
っ
て
日
的
と
す
る
む

第
7

一
条
(
事
業
)
本
会
は
以
下
の
諸
事
業
を
行
う
。

ア

大

会

年

宅

問

。

イ

例

会

年

数

向

。

ウ
ム
広
報
吋
中
間
文
化
恥
の
発
行
。
エ
会
員
名
簿
の
発
行
。

オ
そ
の
他
、
本
会
の
目
的
を
速
成
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
た

事
業
。

第
開
条
(
ム
夜
間
)
本
会
は
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
関
す
る
知
人
、
法
人
、
問
件
の

会
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

2

本
会
に
入
会
を
希
望
す
る
も
の
は
、
会
員
ン
イ
引
の
推
薦
に
よ
り
昭
事

会
の
ポ
認
を
経
て
会
民
と
な
石
こ
と
が
で
き
る
じ

3

会
員
は
第
二
一
条
に
い
う
諸
事
業
に
参
加
し
、
刊
行
物
の
頒
布
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
役
目
一
選
挙
の
一
選
挙
権
、
被
選
挙
権
を
持

つ0

4

会
員
は
本
会
期
に
定
め
る
金
授
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
(
役
員
)
本
会
に
以
下
の
役
員
を
開
く
。
役
員
の
託
期
は
二
年
と
し
、

再
任
を
妨
げ
な
い
。

ア
会
長
一
名
。
会
長
は
総
会
で
選
出
さ
れ
る
c

会
長
は
ム
訟
を
代
表

し
、
会
務
を
統
べ
る
ο

副
会
長
本
会
に
副
会
長
一
名
ま
た
は
:
名
を
積
く
こ
と
が
で
き

る
。
副
会
長
は
判
事
会
の
議
を
経
て
会
長
が
委
嘱
す
る
。
副
会
長

は
会
長
を
補
註
し
、
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
そ
の
職
務
を
代
行

す
る
。

理
事
十
五
名
。
理
事
は
総
会
で
選
出
す
る
。
会
長
は
制
作
事
会
が

必
嬰
と
認
め
た
場
合
、
総
会
で
選
出
さ
れ
た
期
事
以
外
に
理
事
若

子
名
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

常
務
賄
事
務
干
名
。
常
務
期
事
は
制
仕
事
の
中
か
ら
互
選
に
よ
っ

選
出
す
る
。

イウコニ

第
六
条
(
総
会
)

毎
年
一
阿
川
附
議
さ
れ
る
の

第
七
議
(
昭
事
会
)
理
事
会
は
ん
判
長
が
招
集
し
、
会
の
議
嬰
事
墳
を
審
議
す
る
。

第
八
条
(
常
務
賄
事
会
)
本
会
の
日
常
会
務
を
執
行
す
る
た
め
に
常
務
理
事
八

を
ほ
く
ろ
常
務
開
事
会
は
会
長
、
協
会
長
、
常
務
理
事
を
も
っ
て
構

ミ

F
V

町
、
，
o

amす
そ

第
九
条
(
委
良
会
)
常
務
制
州
事
は
以
下
の
委
員
会
に
属
し
、
会
務
を
分
担
す
る
の

ア

総

務

委

員

会

イ

企

価

委

m
照
会

ウ

編

集

委

尚

一

会

エ

会

計

委

員

会

第
十
条
(
合
計
監
資
委
員
}
会
計
監
査
委
員
は
毎
年
二
山
本
会
の
経
期
全
般
を

設
資
し
、
そ
の
結
果
を
総
会
に
報
告
す
る
つ
会
計
監
査
委
員
は
理
事

以
外
の
会
段
の
中
か
ら
会
長
が
委
嘱
す
る
。

第
十
鼻
条
(
選
挙
管
制
府
委
員
)
選
挙
管
理
委
員
は
二
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
会
長

と
理
事
の
改
選
を
実
施
し
、
そ
の
事
務
を
叡
り
扱
う
。

第
十
二
条
(
会
計
V

本
会
の
諸
事
業
に
要
す
る
経
費
は
会
員
の
納
入
す
る
年
会

費
及
び
寄
付
金
な
ど
で
賜
わ
れ
る

O
J

2

年
会
費
問
、

0
0
0内
と
す
る
つ

3

本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一
一
討
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一

日
を
も
っ
て
終
わ
る
。

第
十
二
一
条
(
改
定
)
本
会
刻
の
改
定
は
、
理
事
会
の
発
議
に
よ
り
、
総
会
出
席

者
の
過
半
数
の
間
窓
を
得
て
行
う
っ

〔付加問〕

l

本
会
期
涼
一
九
九
七
年
(
平
成
九
年
)
六
月
二
十
八
日
か
ら
大
塚

漢
文
学
会
会
則
に
代
っ
て
発
効
す
る
の

一一

C
C
一
年
(
手
成
十
一
一
一
年
)
六
月
二
十
三
日
改
正
。

2

本
会
の
事
務
訴
を
当
分
の
間
筑
波
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
科

文
芸
・
一
言
語
専
攻
内
に
震
く
。

〔
了
解
〕
(
理
事
の
選
出
、
委
嘱
、
常
務
理
事
の
互
選
に
関
し
て
)

理
事
会
は
可
能
な
隈
ち
全
額
各
地
区
か
ら
選
出
の
理
事
を

λ

含
め
て
構
成

L
、

常
務
理
事
会
は
実
務
担
当
に
密
室
な
地
域
に
居
住
す
る
理
事
で
構
成
す
る
c

(97) 



「中霞文化J投稿規定

(応募資格など〉

1 1:j:J [頭文化学会会員じ限る。

2 }.芯等原稿は、未公 l~l1 のものに IU\lる。ただし、口頭で発表しこれを初めて論文にまとめ

たものは受理する。

(原稿枚数など〉

3 原稿は校正u寺に加筆を寝しない完全.原稿とする。

4 原稿枚数は、本文・注(原稿用紙 1マスに l字を収めるつ)・ iヌIJ坂などそあわせても iご
記の枚数を厳守zする。

(J)論 文:400字詰め35枚以内。(ワープロ楼用の場合、縦詩きは26*X21行で

26枚以内とし、横書きは35宇x33行で12枚以内とするJ
(2)研究ノート:400字詰め20枚以内。(ワープiコ使用の場合、縦書きは26字x2J行で

15枚以内とし、横審きは35字x33行で7枚以内とする。)

5 語版を必要とする場合、占有面積半ページ分を550:字として換算する諮問版原稿はその

まま段下として使用できる鮮明なものとし、掲載希裂の縦，横の寸法をf1J:l7Jてすゐ。表

についても、掲載希望の縦・横の寸法を明示する。

(鉢裁・表記など〉

6 Jj京稿は縦警き・横議きのいずれでもよい。

7 療舗は常黒漢字を康問とする。正j英字・簡1本字などを用いる場合は下記にt:t認する冷

(1) 引用文など必要額所をま諜字で表記する場合は、原稿提出時において表記が完

fiX:されていることの(正漢字館所を必ずマーカーなどでマークすることの)

(2) 引明文など必要額所を簡{本字で表記する場合も0)(こ閉じの

(3) とくにワープロ原稿の場合、 1二記の点{こ綴窓すること。引用部分が手書ぎにな

っても差し支えない。

8 中蜜語のローマ字表記培、漢語耕;育方案による今慢し、特殊な織りで通用している!顎

有名訴や、本人が自分の名前に{主期している掛りについては、その徒J;日も認めるりま

た、尽本語のローマ字表記は、ヘボン式の{更j蒋を原則とする。

〈原稿提出〉

9 (l) 締切日 :2丹来自〈蟻守すること)

(2) 提出先:日Ij途定める縄築事務局宛

(3) 原稿は必ず書留により上記に郵送するものとし、 2月末日までの消印のあるも

のを有強とする。

(4) 応募時;二、原犠以外に捜写コピー 2部を用意し、合わせて計3部を提出する余

(事故に備え、提出前にあらかじめ自家用のコピーを必ず作成しておくこと各)

〈審査〉

10 採否については、編集委員会が委嘱した査読委員の報告を受けて、編集委員会で決定

し、 4月上旬までに連絡する。

〈抜尉ほか〉

11 論文掲載者に培、掲載誌3部および抜崩30部を贈呈する。

(42) 
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